
展覧会名

会期

協賛・後援・協力

巡回館

展覧会概要

ねらい・対象

円 円 円

人 人 人 人 人 人 人 人

人

千円

観覧者数
(　　　　現在）

目標値

600 300

一般 65歳以上 大・高生

300

内、小・中生 内、その他有料計 無料計 総観覧者数 内、一般 内、65歳以上 内、大・高生

1225 611 1836 395 144 100

3750

主な収入
（　　　　現在）

その他の特定財源観覧料収入 図録販売収入 受託販売収入

   計 1,295 千円

２０１７年度国際版画美術館事業報告書【展覧会版】

6月24日（土）～7月23日（日）

なし

なし

当館の収蔵品から、戦争を主題とする３組の版画集を展示した。カロ、ゴヤ、ディックスという３人の作者はすべて
実際に戦争を目撃、あるいは戦闘に加わっており、その体験をもとに作品が制作された。作品に強い表現力がある
ため、解説は各々が体験した戦争の概要と、画家自身がどのように関わったかにとどめ、１点１点の作品をじっくり
見てもらうことを心がけた。

小中学生以上を対象に、画家はなぜ戦争という忌まわしい体験を敢えて作品に描くのか、自分自身に引きつけて
来館者に考えてもらう。強い表現をもつ作品なので解説はあえてシンプルにとどめ、作品にこめられた画家の主張
を感じてもらうことを狙った。

関連催事

学芸員によるギャラリー･トーク

7月9日（日） 学芸員によるギャラリー･トーク

ギャラリー・トーク

ギャラリー・トーク

ギャラリー・トーク

1197

7月17日（月） 学芸員によるギャラリー･トーク 担当学芸員 19人

7月8日（土）

講師等

15人担当学芸員

参加者数

担当学芸員 20人

観覧料

開催日数 26日

戦争・版に刻む記憶 担当者 学芸係　和南城愛理

【主な展覧会開催経費】

・ポスター作成委託料　277千円
・ディスプレイ作成業務委託料　455千円
・屋外看板作成業務委託料　　 76千円
・マット装額装業務委託料　149千円
・作品展示撤去作業委託料　338千円

事業経費

催事名 開催日 タイトル

6月25日（日）

プロムナード・コンサート プロムナード･コンサート 山口友由実（ピアノ） 187人

476



主な広報・取材
等の講評

件 ％ ％ ％ ％ ％ ％

その他特記事項

回収率 市民率

アンケート結果

主なご意見 別紙のとおり。

反省点と改善方法

予備調査

作品選択

印刷物

回収数

90.9 89.6 77.3

読売新聞7月4日号　シティ･ライフ、ぎゃらりい・モール（ゴヤ「やはり野獣だ」作品解説）
神奈川新聞7月10日号　文化欄「戦争テーマに版画集展　町田市立国際版画美術館」（下野綾記者）

広報

リピーター率
満足度(とても良かったと良かったの率）

企画の内容 展示作品

ディックス作品は著作権があるため会場内の撮影は不可としたが、特にトラブルはなかった。

イベント

前年9月頃よりそれぞれの画家および作品に関する文献調査、作品の刷りや状態などのチェック。三
人が関わった戦争について、起源や推移を資料により調査した。

収蔵品の中から、戦争を主題とする代表的なヨーロッパの版画集３組を選択した。他の画家の作品
や日本の作品を見たかったとの意見もあった。点数が少ない作家のものを集めて、常設展示室での
展示を行うことも可能であろう。

ちらし用に、各作品集の内容を20字程度で示す短文を作成した（例えば、カロ『戦争の惨禍』＝金で
雇われた傭兵達の非道ぶりとその末路…）。これはデザイナーの発案によるもので、キャッチコピー
のようにして展示やHPでも用いることができ、いいアイディアだったと感じた。

予算内におさめるため、入口看板や解説パネル、キャプションなどごくごく基本的なもののみの作成
にとどめた。解説パネルの記述は手短なものを心がけたが、背景となる戦争のについては不十分な
部分があったと指摘された。戦争の原因と推移は複雑で短文にはまとめきれないので、展示室内に
もう少し詳しい解説シートを置く、参考図書を紹介するなどの補助的な手段を講じればよかった。

地味な展覧会にもかかわらず、読売新聞および神奈川新聞の記事で取上げてもらえた。世界各地で
のテロや国内での改憲問題などで、戦争への関心のあらわれだろうか。しかし会期も短く、記事の効
果があらわれる前に展覧会が終了してしまった。

ギャラリートークを3回実施した。館長によるギャラリートークは館長の都合により学芸員と交代となった。

63

ディスプレー

展示の仕方等

77 4 45
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